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rt或はPH分 子の幣 λペ クトtiと類似 してゐる
が昧に,それ との巓推によh,阻 →ac構移に腐す
る事が分 る・即ち帶は凡て三重項を構成し,P,Q・R
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liaEmをBCに衝撃 して邉 る)をfk川せ しめ,後溶媒
を蒸聲し去h・ 同時に出來 る放射性鹽素濠放射性燐















に溶 か す とNa2S莱S%が 幽來 る・ 之 をHCI酸 性 に
す う とS203基は 分 解 してS*÷SU.に な る事 が 確 あ
られ た・
第74輯 抄
b),6:S:Daの加 水 分 解;5*をYa.S(㌔1=iiYA.
し更 に.asxo,を加 へ る とA晒 讐SO3の沈澱 が 幽聚
る・之 を 煮沸 す る と9g,S,Oaの加 水 分 解 が起 るが




40.Fe**に依 る}チ レン ブ リユ ー
の螢 光 の 滔 失
ILI.lellslrum,Nawrais.,29,76(1D36J・
メチ レンプ リ漏 一の 溶 液 中 に於 て,光 牝 學 的 駿 化
選 元挙 衡 がfr一#し,」しつ1:e++が觸 媒llξ州 を な.す・
こ の際 の 反 應 逑 度 はPHにfth常 に變 化 す る・PH
=3.6がJla<imumであ る・定 性 的 な 研窒 で はF廿
を入 れ る と螢 光 は淆 失 す るが,FL+忖 は 何 等 のfkY3
の無 い 事 が分 つ た・
二の 反 應 の 宛 賊的 研 究 に は,燐 酸 の パ ツ プア ー を
ftlひると,Fe++溶 液 を入 れ る とua濁す るの で川 ひ
られ す,代bに 枸 櫞 酸 の パ ツ フ.アー を用 ひ ると透 明.
な液 を 得 る・ この 枸 臨 酸 は 水 素 のDonatorと して

















































革 二 闇・1'++の存 在 に於 け る壁 光 の
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つτ,電騰測定に於サる液の抵抗と箕 空瞥の陽撞電










45=.極度 に 稀 釋 せa電 解 質 溶 液 の 電 導 度
測 足 法 に 就 い.て
¥C.Grallert,Z.Elektmchem.,423306(1936).
第 一 圖1
本 報 は趣 度 に稀 釋 せπ
星」傷野月ム7






















































物 理 化 学 の 進 歩Vol.10No.4(1936)
























49.眞空 中 て慕 蜃 に よ リ得 られ た るAI









.つたA1薄 膜 に對 して2830・tの閾 憤 を得 た・タL2700・L
の 處 に遯揮 帶歩 あ る・ この 選 擇 轍 ま新 鮮 な表 面 に對
して も叉 浜斯 で種 は れ た 面fにも存 在 して 居bそ の 位
置 は 気斯 磨 の性 質 、厚 さ には 無 開 係 で φ る・ 燕 憂せ
しめ たA1は 市 販 の 耗Alで あ つ て 水 素,空 氣 の 他.
に.小猷 のFe,Zn,G:,Ni・Cltb9・i・Mg及Snを含 ん
.で居 る・ 待 に 】'reは蒸 發で 作 っ た 薄 膜 中1誕R量 で
0.2%含 まれ τ居 る・ その 他Alを 熱 す る に用 ひit






の影響 を受けたものと考へ られる.(田 村)
45・粘 稠 な液 體 の 表 面 張 力 溺定法i A.H.Pf口nd及E.W・Gieeu6eld,
dml.Evg.Chem.(AoaLEd.),8,81.2(1938):
魯 洫 に用 ひ らtiT居 る 表 面 張力 測 定法f3.液醍 が
少 し粘 醐 に な る と,大 抵 用 を な きな くな る・ そ こで
著 者 等 は斯 か る砧 調 な 液 骸 に封 しτ も用 ひ られ る測
定 法 を 考 案 した・ その 原 理 は,.液面 に向 け τ,鞠 ㍉
か.ら一 定 速 度 で頃 出 す る煮 流 を常 て る時 に 田來 る窪
み の 深 さが,そ .の液 體 の 表 酊 張 力.の邀 函 數 に な る と









に對 しτ 直 角 に,口 徑0.8mmの 櫨 于 管:,を 漉 面上
約3mmの 位 置 に 髭 き,水 壓2。4cmの氣 流 をmwさ
せ る ので あ る・ 二の 時 出 來 る液而 の窪 み を,Lな る
ラ ンプ をaら 來 る尭 を洫 しτ 、M;;.る短 焦 踵 塹 離爾
自冥遠 鏡(Gaeτ【ne【telescope)でi踊定 す る・.こn」二`よ
0.Olnun迄讀 あ るmicrom。艦orcypiece(測徽 接 眼 レ ン
ズ)が 附 周 しτ 居 る・街 液 面 と..と .の先 端 の 距 離 を
.精艦 に一 定 に保 つ必 要 の あ る時 の 爲 に は水 槽.】;の支
;.持稾 を ネヂ で 調 節 す る樣 な装 鐙 も.考へ られ て 居 る・
lSは液 面 よ り.Lから來 る光 を蓮 斷 す る不 透 明 な ス ク














鄭 二 圏.(;aliUntiou..には 水 ・ グ
リセ ロ7ル,グ.リコー ル,'
`ヂ プチ ル ク タ.レー ト,そ











・,Yと 窪みの深 さaと の
'贈"←P..P`ノ のF殉
間 に次 のAI$RQ係が あ る
.葦乏面「殼 ヲ」(dアロe/cm)～ドカ`オ「レカ・る・
Y=1:a一亅a













・`Aiτ鮮mefpod"と を止 較 しT見 る と6〔ｰC以 上
では 兩 者 よ こ一 致 を示 す.がao。G以 下 で は'Ring
methodの 談 差 が急 に著 し くな つ て,殆.ど湖 定 の意
味 を な.さな い の.に,;.φ方 法 で に25。Cl;至る迄(ζ
の 時 の粘 度 はSひpoi鵠に も邃.し殆 ど.流れ な い)特 別
な困 難 さ.もな く一 定 の結.果をTしfi坦 し こめ 時 に
は一 定の 窪 み に逵.するの:に12秒を.要した ・
.こ.の方 法 は 廩 理 と しT:(窪み の 深 さ.さ.へ測 る事 が
出來 れ ば)熔 融1伏態 の金 馬 や,不 迺 明體 に も.適用 出
來 る筈 で あ る・ 熔 融 したBiやSbの 場 合窺 素 氣流
を 川 ひ.て観 察 した靂 仁佐 る と,そ の表 頃f票力 は 水 に
比 しで遙 に 大 で あ る と云 ム泰 は 明.瞭で あ つ た・
ヌLこの 方 法 は 水.汕 の様 な 混 合 しな い.『=rの液髏.
間の 界 面 張 力 の 測 定 にs..遖用 出 來.る・@pt,.,この界
齎 仁 向 っ τ垂 直 に水 の 細 流 をerr.させ た 時.の窪 み を
測 定 す れ ば よい の で あ.る.,
最 臻 に 現 象 と し7,興 味 の あ るの は ・ 上 の氣 流 に
依 る液 画 の 窰 う.が,毎 音波1こ對 し て榧 め τ敏 感 で あ
る事 で あ る・ 例 へ ば.:.,とCφ 間 を7.5c山・氣 流 の
齪 力 永 塵7・6cm.t云ふ状 態 の 下 に,上 の 實 驗 を して
居 る時 に,.鍵をガ チ ヤ ガチ ヤ きせ た5,高 い 音 を登
す.る..と,確面 の 窪 み が悲 に 淌 失 しC了 み の で あ る・
これ は 彼 の 匚LSchgitivedrone"と「司様 な 意 味 め 現 象
と.思}寧オtる・(前;n;)
46・綴 類 飽 和 溶 液 の``Crピeph19,.'
T・H・.Hudchunl,H.qBlar[in及 し
Brewer.J.Phys.Chem.,一q9,239一一53(1936).
種々.の鹽の飽和水溶濱が徐. に々蒸鞣 して行 く時に
共の鹽の結晶が容器壁を元の液面 よ.b遥に上迄次第




はこ.の現象を觀察 しr,そ の機構 として次の如 き
.もの.を考へi_;・印ち準面が蕃壁と接 して居.る.部分か
ら諮品.が始 まり,.この結晶と.器壁の問の間隙が毛細





































47・コPイ.ド化 學 に於 け る相 律.
¥6'.D.Aancroft,J.Phys,Chem.,
90.43^..6(1956).
表 面 力.の作 用 す る コ.ロイF'系の 可迸 的 奉 衛 に於 τ
は 宙 律 を用 ひ る事 は 出來 汲 とGibhaは遞 べ て ゐ るが



















考 へ て 見 る と搾 ル セ 噸 糠(mette「i・・d・dl・[咽
はnlソ ー ダの稀 薄 榕 液 よ.ち.は苛 性 リー ダ を,よ り
濃 き液 よ9ばsod…【Imce旺自1偲at全を,吏 に よb濃 き
液 よ5は 他 の形 の_ｫ,.col回晩teを 吸 著 す る もの で
あ 払 何 れ の場 合 も二 個 の 固 相 は 共 存 して ゐ な い と
云 へ る・(水 渡)
、
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49一 オ 冫交 換 の 簡軍 な る迴 動 論 的稀 工















































の イ オ ン雰薗 無 の 厚 さ(こ の 撓 合 は 吸 着 イオ ンの 攝
動 距 離)は 電 解 質 濃 度 の華 方 根 に比 例 しτ變 化 す る
故,若..し交 換 イォ ンの性 質 例へ ば イ*,の 大 さを 異
に す る.場合 は・(2)式よh求 め られ る7》%は 量 早
i直數 とt3fA'ciらな4.㌔
殊 に興 味 あ る事 は,貰験 に よれi3吸管 順位 はNI.「べ
粘 土 に對 し τはLiC置5?:a(コくKCIくRbC且くGC【〈
1.【qで.あるが,KCiと1.」・.N註・pAlta,Rb一.Cs.,
t5_E:との交 襖 に 於 τ は 上 と丁 度逆 とな るが,之 も恒
歎 》 ㌦ が逆 數 と な る事 よn當 然 の 歸 縞 と考 へ られ
る・ ヌ.(.,)式は¥'anselea'の熱 力 學 的Y式1固 溶.
盤 設,Reun4ilch・Wiegner及びVag¢1嚀r・Langmairの
各 等温 式 と比 較 す る も,憧 數.に物 理 的 意 義 を有 し ・
式 が 一 般 的 で あ る.等の鮎 .に於 て邁 か に 優 れ て居 る・
rki=.L記恒 鮫rの 立 方 根(の は.撰 散 的 二重 贋 の
鯰 よ け れば 麒 粒 子 の 壁 め 麟 陽 何 ンの電
氣 的 重 心 までの 距 離 に相 常 す る.故,恒敏.サwノ恥 と竃
氣 的 二重 層 の電 位 とめ 間 に
壽 一葺 ・・1票.(・ 〕
なる關藤が7&;Yするものと考へ られ る・ 茲に1,it





伽 ・粘 土 ÷SfgCla・・… ・
Ca・粘 土+BaCI,・"一 ・























思 は れ る・
以 上の 如 き韵提 り 下 に先 づ,Svcnderは燐 光性 物
.質を觸 媒.とし光 を酋 て た 時 と當 τ ぬ 時 ≧の 條件 を 同
じ く置 き.豫期 の結 果 を得 るか 何 うか を試 み セ・ 觸 蝶
と して7,aS(0.07%Cu}一phosphor,AI,Oi(Atn.o,nom
%)一phosl⊃horを寿 ひ400。CにてCH3QH二CO+
>u..の分 解 に就 き光 の影 響 を認 め ぬ と云 ふ 結 果 を 得
て ゐ る・
Lindunandは色素 潜 液 中に 於 け る燐 光 性 物 質 の
色 楽 吸若 能 に對 す る光 の 彰響 を見 た・ 燐 米 性 物 質 と.
して,..7.nti(:¥g)一phosphor,ZnS(Cu)・pho5P■10r,7.nS.
(Mn)一pGlssphnr,吸著 物 質 と して,IanuolgiilnG,
TbiuinrolRJjる芭素 を 使 つ τ ゐ る・此 の 時 は豫 期 の
變 化 を潔 め1光 をeTた 時 の 方 が 光 を常 てn時 よ り
一 定 時 間 の 网 吸 着 量増 加 し其 の 後 減少 し始 め る と云
ふ 準 を課 め.其の 琶的 變 化 を記 鑠 して ゐ る・ 光 は紫 外
線(水 銀 耀)及 白 色光 を 以1ジ っ の實驗 共 用 ひ て ゐ る・
後 者 の 實驗 の 際 紫 外 隷 に佐 る彰響 妓 大 で光 源 の 位 置
を變 へ 紫 外 線 の 強 さを減 少 させ て も,吸 着 量 の 變 化
は 同 じで あ る事 を 示 して ゐ る,
同様 な實 隙 を燐 光 性 を持 た9]'Lnti,BaSO41二就 い
て 行 つ た が 光 を當 て た時 とra.て煎 時 と何 等變 化 を塞
あて ゐ な:い.aria..Fridcrは埜 光 性 物 質 で其 の 溶解.
の迚 度 に對 す る光 の影 響 を 見 τ ゐ るがnegetivな結
果 を得 て ゐ る・(war)
51・金 屬 を邁 して の 瓦斯 の 援 散(匿)
昌 ツケ ル の鹿 天 斯 と一 醸 化 炭 素 の 擴 散
c。J.Sinithgllv及C。E・1"nns】βy';
Proc.Roy。Soc.〔A〕,15Si195肉212(1936)・
市 阪 の 金 屬 を 眞 空 中 に於.T.加熱 す る と.きは20一.
L,eOmln.:/gmの虱斯.を.放出 し,.その大 稲 分 に.COで あ
る・ 金 腐 内 に溶解 しτ ゐ る五 斯 は 原 于 に解 離 して ゐ
る と云 ふ の は著 者 の 前 報 で得 た結 論 の 一 つ で あ るが
然 らば 昌 ツ ケル の如.き金舶 か ら放 出 され るCOに 金
罵 内部 に於 て如 何 な る状態 に あ るか,叉 之 が如 何 に






















































され.るCOT斯は.溶 解 しYゐろCQが 出るので





















































































































































の際 日+のYt及 びNiへ の溶解熱は約200KCa1
である・それでこの活性状態にあるII÷ が再び麦
面i=NIz#:て反麒せんとするには大 きな仕事を要す
るわけである・ しかるに普逋の貰驗櫞i件で水素添加
は起るのであって著餐は水素添加は金觸の表面でな
く内部で起るのであると考へたのである・
肉敏状分子の損散速度を比稜するの1こ歌着鱧 とし
τC6aLasitを用ひた・そして此の結果を金屬を觸媒
とせる各鎧歌分7の 永素添加反慮に於いτ見ると攻
着のされ難い分子即ち擴散爐度の迥い分子はその水
素添加速度が緩漫であつた・この擁な事貰からも著
者は水素添加は隅媒の表面に於い'z行はれるのでは
なくて内部に於いて起 るの'Lあると云つて居る・
(遠藤)
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